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は
じ
め
に

冷
戦
が
終
わ
っ
た
後
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
な
か
で
、
国
民
国

家
の
枠
組
み
を
超
え
た
人
の
移
動
が
加
速
す
る
な
か
、
人
の
国
際
移

動
の
背
景
と
影
響
に
関
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
文
脈
で
検
討
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。
中
で
も
ア
ジ
ア
諸
国
は
、
冷
戦
期
の
一
九
七
〇
年
代
に
す

で
に
、
単
純
労
働
・
専
門
職
を
問
わ
ず
あ
ら
ゆ
る
タ
イ
プ
の
労
働
者

の
供
給
国
で
あ
っ
た
（
石
井
ほ
か 

二
〇
〇
九 ; 

カ
ー
ス
ル
ズ
、
ミ
ラ
ー 

二
〇
一
一
）。
さ
ら
に
、
紛
争
や
災
害
に
起
因
す
る
難
民
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ
の
「
国
際
移
民
」
の
出
身
国
で
あ
る
こ
と
か
ら
も

注
目
さ
れ
て
き
た
（
石
井
ほ
か 

二
〇
〇
九 ; 

カ
ー
ス
ル
ズ
、
ミ
ラ
ー 

二
〇
一
〇 ; 

西 

二
〇
一
〇
）。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
も
例
外
で
は
な
い
。

さ
ま
ざ
ま
な
階
層
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
の
国
際
移
動
は
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
香
港
な
ど
ア
ジ
ア
域
内
で
の
移
動
も
多
い

が
、
中
東
諸
国
、
欧
米
諸
国
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
世
界
各
国
に

及
ん
で
い
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
社
会
に
お
い
て
、
人
の
移
動
に
よ
る
経
済
や

政
治
の
制
度
面
の
課
題
が
論
じ
ら
れ
る
一
方
で
、
オ
ン
が
「
フ
レ
キ

シ
ブ
ル
・
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
」
と
い
う
概
念
で
提
示
し
た
よ
う

に
、
社
会
の
流
動
性
を
活
用
し
て
移
民
や
難
民
が
戦
略
的
に
市
民
権

を
選
択
し
て
い
る
状
況
も
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
（O

ng 1999

）。

ま
た
、
国
民
国
家
の
枠
組
み
が
相
対
化
さ
れ
る
な
か
で
、
国
民
国
家

に
回
収
さ
れ
な
い
、
国
家
を
超
え
た
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
結
び
つ
き
と
し

て
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
形
成
が
重
層
的

に
起
こ
っ
て
い
る
状
況
が
、
ア
パ
ド
ゥ
ラ
イ
に
代
表
さ
れ
る
論
者
に

よ
っ
て
多
角
的
に
検
討
さ
れ
て
い
る
（
ア
パ
デ
ュ
ラ
イ 

二
〇
〇
四 ; 

特
集
２ 
「
三
つ
の
祖
国
」
に
生
き
る
越
境
者

「
西
」へ
の
道
―
―
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
出
身
華
人
の
軌
跡

北
村
由
美
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ア
パ
ド
ゥ
ラ
イ 

二
〇
一
〇
）。

本
稿
は
、
こ
の
よ
う
な
グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
の
人
の
移
動
が
問
題

と
な
っ
て
い
る
現
代
か
ら
、
今
一
度
時
代
を
遡
り
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

と
い
う
国
民
国
家
の
成
立
か
ら
冷
戦
下
に
お
け
る
体
制
転
換
の
揺
ら

ぎ
の
な
か
で
、
同
国
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
に
移
動
し
た
華
人
の
ラ
イ
フ
・

ヒ
ス
ト
リ
ー
を
通
し
て
、
現
代
ア
ジ
ア
史
を
再
検
討
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。

オ
ラ
ン
ダ
に
は
現
在
、
今
日
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
あ
た
る
地
域
か

ら
移
住
し
て
き
た
華
人
が
、
約
一
万
八
千
人
居
住
し
て
い
る
と
さ
れ

る
（Rijkschroeff et al. 2010: 155
）。
こ
の
な
か
に
は
、
二
〇
世

紀
初
頭
に
留
学
生
と
し
て
当
時
の
蘭
領
東
イ
ン
ド
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
に

渡
っ
た
華
人
に
始
ま
り
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
成
立
前
後
に
時
代
の
転

換
点
ご
と
に
オ
ラ
ン
ダ
へ
と
渡
航
し
た
華
人
が
存
在
し
、
そ
の
な
か

に
は
定
住
に
い
た
っ
た
人
も
少
な
く
な
い
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
出
身
の
華
人
の
中
に
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
、

対
華
人
政
策
の
変
更
や
、
政
治
体
制
の
転
換
、
反
華
人
暴
動
か
ら
の

避
難
な
ど
を
理
由
に
、
オ
ラ
ン
ダ
や
中
国
を
は
じ
め
、
香
港
、
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ド
イ
ツ
、
ア
メ
リ
カ
、
台
湾
な
ど

世
界
各
地
へ
移
動
し
て
い
く
人
た
ち
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
こ
の
う

ち
、
数
に
お
い
て
最
大
と
な
る
の
は
中
国
へ
の
移
動
で
あ
る
が
、
そ

れ
は
一
九
六
〇
年
代
に
集
中
し
て
い
る＊

１

。
こ
れ
に
対
し
て
、
二
〇
世

紀
を
通
し
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
地
域
か
ら
華
人
が
継
続
的
に
移
動
し
た

の
が
、
オ
ラ
ン
ダ
で
あ
る
。

本
稿
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
旧
植
民
地

宗
主
国
で
あ
る
オ
ラ
ン
ダ
へ
の
移
動
を
選
択
し
た
華
人
の
ラ
イ
フ
・

ヒ
ス
ト
リ
ー
を
事
例
と
す
る
。
Ⅰ
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
オ
ラ
ン
ダ

に
渡
っ
た
華
人
に
つ
い
て
概
観
し
た
の
ち
、
Ⅱ
で
は
植
民
地
か
ら
脱

植
民
地
へ
の
移
行
と
ス
カ
ル
ノ
政
権
が
確
立
し
た
時
代
に
つ
い
て
、

Ⅲ
で
は
ス
カ
ル
ノ
か
ら
ス
ハ
ル
ト
に
政
権
が
移
り
、
冷
戦
下
に
お
い

て
ス
ハ
ル
ト
体
制
が
確
立
し
た
後
の
移
動
に
つ
い
て
整
理
す
る
。
こ

の
な
か
で
、
秩
序
転
換
期
に
お
け
る
国
家
と
個
人
と
の
関
係
を
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
に
移
住
し
た
華
人
の
語
り
か
ら
描
き
出

し
て
い
く
。

本
稿
で
引
用
す
る
個
々
人
の
ラ
イ
フ
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
は
、
二
〇
一

一
年
一
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
の
二
カ
月
間
と
二
〇
一
三
年
九
月
の

一
〇
日
間
、
オ
ラ
ン
ダ
で
行
っ
た
合
計
二
〇
名
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記

録
に
基
づ
い
て
い
る
（
表
１
）。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
、
訪
問
回
数
を

複
数
回
に
分
け
て
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
の
家
で
行
っ
た
も
の
が
大
半

年代 男 女 合計
1940 年代 2 3 5
1950 年代 2 4 6
1960 年代 2 3 5
1970 年代 3 0 3
2000 年代 0 1 1

合計 9 11 20

表1　インフォーマントが
インドネシアを離れた時期
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で
あ
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
出
国
し
た
年
代
が
一
九
四
〇
年
代
か

ら
一
九
六
〇
年
代
の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
の
う
ち
一
二
名
に
対
し
て

は
英
語
で
、
残
り
の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
に
対
し
て
は
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
語
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。

Ⅰ
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
地
域

出
身
華
人
の
概
要

１
オ
ラ
ン
ダ
社
会
に
お
け
る
移
民
受
け
入
れ
の

歴
史
と
現
在
の
課
題

オ
ラ
ン
ダ
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
か
ら
現
在
ま
で
多
様
な
移
民

を
受
け
入
れ
て
き
た
国
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
終
戦
直
後
に

は
、
独
立
を
宣
言
し
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
帰
国
し
て
き
た
オ
ラ
ン

ダ
人
引
上
げ
者
や
、
オ
ラ
ン
ダ
人
な
ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
と
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
人
と
の
混
血
者
で
あ
る
欧
亜
混
血
者
に
始
ま
り
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
や
ス
リ
ナ
ム
か
ら
の
移
住
者
を
迎
え
た
。
戦
後
復
興
期
に
あ
た
る

一
九
五
〇
年
代
か
ら
六
〇
年
代
に
は
ギ
リ
シ
ャ
、
ス
ペ
イ
ン
、
ポ
ル

ト
ガ
ル
か
ら
、
七
〇
年
代
以
降
は
モ
ロ
ッ
コ
、
ト
ル
コ
、
旧
ユ
ー
ゴ

ス
ラ
ビ
ア
か
ら
労
働
者
を
受
け
入
れ
て
き
た
（
河
野 

二
〇
〇
七
）。

そ
の
結
果
、
二
〇
〇
七
年
一
〇
月
の
時
点
で
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
、

ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
、
ハ
ー
グ
、
ユ
ト
レ
ヒ
ト
の
四
大
都
市
で
は
、
〇
歳

か
ら
一
五
歳
ま
で
の
人
口
の
ほ
ぼ
半
数
が
非
欧
州
系
移
民
の
子
弟
で

構
成
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
（
河
野 

二
〇
〇
七
：
八
一
）。
こ
れ
ら
都

市
部
で
は
、
と
く
に
イ
ス
ラ
ム
系
の
貧
困
層
に
属
す
る
移
民
二
世
の

若
者
に
よ
る
犯
罪
な
ど
が
社
会
問
題
と
し
て
扱
わ
れ
、
移
民
に
対
す

る
不
満
が
急
増
し
た
（
河
野 

二
〇
〇
七
：
八
一
）。

こ
の
よ
う
な
移
民
受
け
入
れ
大
国
で
あ
る
オ
ラ
ン
ダ
社
会
に
お
い

て
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
多
く
、
オ
ラ
ン
ダ
語
の
素
養
が
あ
り
、
概
し

て
教
育
水
準
が
高
い
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
出
身
の
華
人
は
、
他
の
移
民
グ

ル
ー
プ
と
比
較
し
て
オ
ラ
ン
ダ
人
の
目
か
ら
み
て
異
質
な
要
素
が
少

な
く
、
移
民
政
策
の
直
接
的
な
対
象
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。

経
済
的
に
も
豊
か
な
人
々
が
多
い
こ
と
か
ら
、
通
常
は
福
祉
政
策
の

対
象
と
な
ら
ず
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
華
人
自
身
に
も
、
他
の
移
民
グ

ル
ー
プ
と
自
ら
を
同
一
視
さ
れ
た
く
な
い
と
い
う
意
識
が
あ
る

（Jansen 1991: 62

）。
ま
た
、
た
と
え
ば
一
九
五
〇
年
代
か
ら
七
〇

年
代
に
同
じ
く
現
在
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
領
マ
ル
ク
諸
島
か
ら
移
動
し

た
ア
ン
ボ
ン
人
の
人
々
が
活
発
に
政
治
活
動
を
行
っ
て
き
た
の
に
対

し
て
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
華
人
の
政
治
活
動
は
概
し
て
目
立
た
な
い

（
吉
田 

二
〇
〇
四
：
八
八
―
九
一 ; Steijlen 2010

）。
で
は
、
オ
ラ

ン
ダ
に
お
け
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
出
身
の
華
人
と
は
ど
の
よ
う
な
人
た

ち
な
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
お
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に

記
述
さ
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
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２
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
出
身
の
華
人
移
民
の
歴
史
と

先
行
研
究

ま
ず
、
オ
ラ
ン
ダ
へ
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
出
身
の
華
人
移
民
の
歴
史

を
概
観
し
よ
う
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
中
国
系
移
民
の
研
究
で
知

ら
れ
る
李
明
歓
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
へ
の
華
人
の
国

際
移
動
を
三
度
の
波
に
大
別
し
て
い
る
（Li 1998

）。
第
一
の
波

は
、
蘭
領
東
イ
ン
ド
期
に
お
け
る
二
〇
世
紀
初
頭
の
高
等
教
育
機
関

へ
の
進
学
を
目
的
と
し
た
留
学
生
で
あ
る
。
一
九
一
一
年
に
は
、
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
、
ラ
イ
デ
ン
、
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
、
ワ
ー
ニ
ン
ゲ
ン
の

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
華
人
学
生
二
〇
人
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て
、
中
華
会

（Chung H
w

a H
ui

）
と
い
う
学
生
団
体
が
設
立
さ
れ
た
。
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
華
人
留
学
生
の
増
加
に
伴
っ
て
、
同
会
の
会
員
数
は
一
九
三

〇
年
に
一
五
〇
人
ま
で
伸
び
た
（Li 1998: 168-169

）。

蘭
領
東
イ
ン
ド
で
華
人
の
子
弟
を
対
象
と
し
た
オ
ラ
ン
ダ
語
学
校

（H
ollandsche Chineesche School: 

Ｈ
Ｃ
Ｓ
）
が
成
立
し
た
の
は
、

一
九
〇
八
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
以
前
も
華
人
の
中
に
は
、
原

住
民
を
主
な
対
象
と
し
た
ミ
ッ
シ
ョ
ン
系
の
学
校
に
通
い
、
学
年
が

進
む
に
つ
れ
オ
ラ
ン
ダ
語
で
学
ぶ
者
や
、
ご
く
少
数
で
は
あ
っ
た
が

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
向
け
の
学
校
に
通
う
こ
と
を
許
さ
れ
た
者
も
い
た
。

し
か
し
原
則
と
し
て
、
原
住
民
向
け
の
学
校
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
向

け
の
学
校
も
、
華
人
子
弟
の
入
学
を
例
外
と
し
て
限
定
的
に
認
め
る

の
み
で
あ
っ
た
（Govaars 2005: 39-45, 69-71

）。

こ
う
し
た
な
か
で
、
二
〇
世
紀
初
頭
に
な
っ
て
よ
う
や
く
華
人
向

け
の
オ
ラ
ン
ダ
語
公
教
育
が
開
始
さ
れ
た
背
景
に
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
の
華
人
ら
の
影
響
を
受
け
て
、
一
九
〇
〇
年
に
成
立
し
た
中
華
会

館
（T
iong H

oa H
w

e K
oan

）
の
存
在
が
あ
っ
た
。
中
華
会
館
は
、

華
人
に
よ
る
華
人
子
弟
の
た
め
の
近
代
教
育
を
行
う
学
校
で
あ
り
、

儒
教
に
基
づ
い
た
道
徳
教
育
と
、
中
国
語
（
北
京
語
）
と
英
語
の
二

言
語
に
よ
る
教
育
を
謳
っ
た
。
中
華
会
館
を
モ
デ
ル
と
し
た
華
人
に

よ
る
学
校
は
、
蘭
領
東
イ
ン
ド
各
地
に
急
速
に
広
ま
っ
た
。
こ
う
し

た
な
か
で
植
民
地
政
庁
は
、
華
人
が
親
中
派
に
な
る
こ
と
を
危
惧

し
、
よ
う
や
く
重
い
腰
を
あ
げ
て
、
華
人
に
対
す
る
オ
ラ
ン
ダ
語
教

育
に
着
手
し
た
（Govaars 2005: 76-83

）。

オ
ラ
ン
ダ
植
民
地
政
庁
は
さ
ら
に
、
一
九
二
七
年
に
華
人
を
対
象

と
し
た
マ
レ
ー
語
学
校
（M

aleisch-Chineesche School

：
Ｍ
Ｃ

Ｓ
）
を
開
校
し
た
。
こ
れ
は
富
裕
層
に
属
さ
な
い
華
人
を
対
象
と
し

た
が
、
経
済
的
に
余
裕
の
あ
る
華
人
は
植
民
地
に
お
け
る
社
会
上
昇

に
有
利
な
Ｈ
Ｃ
Ｓ
に
子
弟
を
入
学
さ
せ
た
（Govaars 2005: 143-

170

）。
そ
の
結
果
、
一
九
三
〇
年
代
に
は
、
全
人
口
の
約
二
パ
ー
セ

ン
ト
に
し
か
す
ぎ
な
か
っ
た
華
人
の
約
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
が
オ
ラ
ン

ダ
語
能
力
を
身
に
着
け
、
原
住
民
オ
ラ
ン
ダ
語
話
者
の
数
を
凌
駕
す

る
ま
で
と
な
っ
た
（Lohanda 2002: 76

）。

一
九
四
五
年
か
ら
一
九
四
九
年
に
か
け
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
、
独

立
を
か
け
て
オ
ラ
ン
ダ
と
戦
っ
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
正
式
に
独
立
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し
た
後
も
、
オ
ラ
ン
ダ
企
業
の
駐
在
が
続
く
な
ど
、
オ
ラ
ン
ダ
植
民

地
期
の
社
会
経
済
が
残
り
続
け
た
た
め
、
オ
ラ
ン
ダ
語
能
力
は
華
人

エ
リ
ー
ト
に
と
っ
て
文
化
資
本
で
あ
り
続
け
た
。
そ
の
た
め
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
に
お
い
て
オ
ラ
ン
ダ
語
に
よ
る
初
等
・
中
等
教
育
を
受
け

た
華
人
の
留
学
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
も
継
続
し
、
一
九
五
〇
年

代
に
第
二
の
波
を
迎
え
た
（Li 1998: 168-169

）。

第
三
の
波
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
い
て
九
・
三
〇
事
件
が
発
生

し
、
ス
ハ
ル
ト
政
権
が
成
立
し
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
断
続
的
に
続

い
た
移
動
で
あ
る
（Li 1998: 168-169
）。
九
・
三
〇
事
件
と
は
、

政
権
奪
取
を
も
く
ろ
ん
だ
共
産
党
が
ク
ー
デ
タ
ー
を
計
画
し
た
が
、

そ
れ
を
ス
ハ
ル
ト
が
事
前
に
察
知
し
て
鎮
圧
し
た
と
さ
れ
る
、
一
九

六
五
年
九
月
三
〇
日
に
起
こ
っ
た
事
件
で
あ
る
。
こ
の
事
件
を
機
に

容
共
派
の
ス
カ
ル
ノ
に
か
わ
っ
て
実
権
を
握
っ
た
ス
ハ
ル
ト
は
共
産

党
勢
力
の
壊
滅
を
目
指
し
て
徹
底
的
な
粛
正
を
行
い
、
共
産
党
と
の

関
係
が
疑
わ
れ
た
者
も
そ
の
対
象
と
な
っ
た
。
こ
の
時
期
に
犠
牲
と

な
っ
た
人
は
五
〇
万
人
に
も
お
よ
ぶ
と
い
わ
れ
、
被
害
者
の
中
に
は

華
人
も
多
く
含
ま
れ
た
。
ス
ハ
ル
ト
は
さ
ら
に
、
言
語
や
慣
習
、
名

前
な
ど
中
国
的
な
文
化
を
抑
圧
す
る
策
を
開
始
し
た
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
に
移
住
し
た
華
人
を
扱
う
先
行
研

究
の
主
な
調
査
対
象
は
、
第
二
の
波
に
属
す
る
元
留
学
生
の
う
ち
最

終
的
に
オ
ラ
ン
ダ
に
定
住
し
た
人
々
で
あ
る
。
李
は
自
身
が
調
査
を

行
っ
た
一
九
八
〇
年
代
後
半
に
お
い
て
、
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
中
国

系
移
民
は
約
六
万
人
で
、
そ
の
う
ち
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
や
っ
て
き

た
人
た
ち
は
七
千
人
程
度
で
あ
ろ
う
と
推
計
し
て
い
る
。
李
を
は
じ

め
と
す
る
先
行
研
究
に
お
い
て
、
こ
の
第
二
の
波
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

か
ら
移
住
し
て
き
た
華
人
は
、「
プ
ラ
ナ
カ
ン
華
人
（Peranakan 

Chinese

）」
と
称
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

プ
ラ
ナ
カ
ン
と
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
い
て
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
生
ま
れ
の
華
人
を
意
味
す
る
。
二
〇
世
紀
初
頭
、
中
国
か
ら
の
新

移
民
が
増
加
し
、
中
国
か
ら
の
移
民
一
世
を
、
新
客
や
ト
ト
ッ
ク

（T
otok

）
と
称
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
主
に
ジ
ャ
ワ
島
を
中
心
に

何
世
代
に
も
わ
た
っ
て
暮
ら
し
て
き
た
家
系
の
も
と
に
現
地
に
生
ま

れ
た
華
人
が
い
た
。
彼
ら
は
、
現
地
人
の
女
性
や
、
華
人
と
現
地
人

の
混
血
で
あ
る
女
性
を
母
親
に
持
つ
こ
と
も
多
く
、
独
自
の
文
化
を

形
成
し
て
き
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
一
般
に
プ
ラ
ナ
カ
ン
と
い
う

言
葉
は
、
血
統
に
お
い
て
も
文
化
に
お
い
て
も
混
血
的
な
華
人
像
を

想
起
さ
せ
る
。
し
か
し
オ
ラ
ン
ダ
の
「
プ
ラ
ナ
カ
ン
華
人
」
は
、
必

ず
し
も
こ
う
し
た
華
人
像
と
一
致
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
点
に

つ
い
て
は
後
ほ
ど
詳
し
く
述
べ
た
い
。

李
を
は
じ
め
、
先
行
研
究
に
お
い
て
は
、
オ
ラ
ン
ダ
語
教
育
を
受

け
て
き
た
「
プ
ラ
ナ
カ
ン
華
人
」
は
、
男
女
を
問
わ
ず
高
学
歴
で
あ

り
、
医
師
、
歯
科
医
、
薬
剤
師
、
学
者
な
ど
専
門
性
の
高
い
分
野

や
、
銀
行
員
な
ど
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の
職
業
に
つ
い
て
い
る
こ
と
が

強
調
さ
れ
て
い
る
（Li 1998

）。

李
は
、
こ
の
よ
う
な
「
プ
ラ
ナ
カ
ン
華
人
」
の
民
族
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
を
探
り
、
彼
ら
が
、
七
〇
年
代
以
降
増
加
し
た
中
国
か
ら
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の
移
民
と
も
、
オ
ラ
ン
ダ
人
と
も
、
華
人
以
外
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人

と
も
自
ら
を
差
異
化
し
「
三
つ
の
壁
に
囲
ま
れ
て
生
き
て
い
る

（Living A
m

ong the T
hree W

alls

）」
と
表
現
し
て
い
る
。

筆
者
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
「
プ
ラ
ナ
カ
ン
華
人
」
に
も
、
富
裕

層
出
身
の
人
々
が
多
数
含
ま
れ
て
い
た
。
彼
ら
は
、
オ
ラ
ン
ダ
留
学

以
前
よ
り
家
族
同
士
が
連
絡
を
取
り
合
い
、
オ
ラ
ン
ダ
到
着
後
も
同

じ
よ
う
な
階
層
の
「
プ
ラ
ナ
カ
ン
華
人
」
と
の
交
流
を
深
め
、
そ
の

グ
ル
ー
プ
の
中
で
結
婚
す
る
場
合
が
多
か
っ
た
。
富
裕
層
出
身
の

「
プ
ラ
ナ
カ
ン
華
人
」
の
場
合
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
へ

と
空
間
的
な
移
動
を
行
っ
て
い
て
も
、
社
会
階
層
間
の
移
動
が
な

く
、
結
果
的
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
同
じ
よ
う
な
社
会
生
活
を
再
現
し

て
い
た
。
民
族
意
識
に
加
え
、
こ
の
階
層
意
識
が
富
裕
層
の
「
プ
ラ

ナ
カ
ン
華
人
」
を
三
つ
の
壁
の
中
に
押
し
込
め
て
い
る
要
素
の
一
つ

で
あ
る
よ
う
に
見
え
た
。
一
九
八
〇
年
代
以
降
、「
プ
ラ
ナ
カ
ン
華

人
」
の
た
め
の
団
体
が
各
地
に
設
立
さ
れ
た＊

２

。
こ
れ
ら
の
団
体
は
、

退
職
年
齢
を
迎
え
た
人
々
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
。
活
動
の
内
容

は
、
会
員
や
そ
の
家
族
の
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
や
文
化
行
事
な
ど
で
あ

る
。イ

ン
ド
ネ
シ
ア
出
身
華
人
の
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
研

究
者
、
ア
ン
（A
ng

）
は
、
九
・
三
○
事
件
後
、
一
二
歳
の
時
に
、

両
親
と
と
も
に
オ
ラ
ン
ダ
に
移
住
し
た
。
ア
ン
は
、
自
ら
の
経
験
を

分
析
し
た
著
作
（A

ng 2001

）
に
お
い
て
、「
プ
ラ
ナ
カ
ン
華
人
」

は
オ
ラ
ン
ダ
の
生
活
に
順
応
し
た
後
に
、
自
ら
を
再
民
族
化
（re-

ethnicized

）
し
て
い
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
（A

ng 2001: 31

）。

さ
ら
に
、
再
民
族
化
の
過
程
に
お
い
て
、
中
国
語
を
話
さ
ず
、
中
国

生
ま
れ
の
中
国
人
と
は
違
う
と
い
う
意
識
が
あ
り
な
が
ら
も
、
文
化

的
に
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
な
く
中
国
を
志
向
し
て
い
る
と
し
て
、

デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
華
人
が
華
人
と
し
て
の
意
識
を
持
つ
華
人
性

（Chineseness

）
の
根
強
い
影
響
力
を
指
摘
し
て
い
る
（A

ng 2001: 
31

）。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
プ
ラ
ナ
カ
ン
と
呼
称
は
同
じ
だ

が
、
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
自
ら
の
位
置
づ
け
を
見
出
す
た
め
に
独
自

の
民
族
グ
ル
ー
プ
と
し
て
「
プ
ラ
ナ
カ
ン
華
人
」
が
創
出
さ
れ
る
過

程
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

「
プ
ラ
ナ
カ
ン
華
人
」
と
い
う
民
族
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
創
出
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
再
民
族
化
し
た
背
景
に
は
、
中
国
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

と
の
距
離
感
に
加
え
、
西
洋
世
界
に
お
け
る
黄
色
人
種
で
あ
る
と
い

う
外
見
の
差
異
と
い
う
変
え
よ
う
の
な
い
事
実
が
あ
る
。
ホ
ス
ト
社

会
に
お
い
て
、
ど
れ
ほ
ど
文
化
的
に
同
化
し
よ
う
と
努
め
て
も
、
外

見
の
差
異
に
よ
っ
て
自
ら
の
異
質
性
を
意
識
せ
ざ
る
を
え
な
い

（A
ng 2001

）。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
い
て
も
、
華
人
は
往
々
に
し

て
外
見
に
よ
っ
て
区
別
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
オ
ラ
ン
ダ
に
お
い

て
も
外
見
に
よ
っ
て
周
囲
の
人
々
が
想
像
す
る
、
中
国
と
い
う
本
来

的
に
は
自
ら
の
出
自
と
関
係
の
な
い
「
ホ
ー
ム
ラ
ン
ド
」
か
ら
逃
れ

ら
れ
な
い
こ
と
が
、「
プ
ラ
ナ
カ
ン
華
人
」
と
い
う
新
た
な
民
族
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
創
り
出
す
一
因
と
な
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
逃
れ
て
き
た
、
も
し
く
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
へ
の
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帰
国
が
難
し
く
な
っ
た
た
め
に
オ
ラ
ン
ダ
へ
の
定
住
を
選
ん
だ
「
プ

ラ
ナ
カ
ン
華
人
」
に
と
っ
て
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
へ
の
帰
属
意
識
を
ス

ト
レ
ー
ト
に
表
現
す
る
こ
と
に
は
心
理
的
な
壁
が
あ
っ
た
こ
と
が
推

測
で
き
る
。
一
方
で
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
い
て
中
間
層
以
上
の
豊

か
な
生
活
を
し
て
い
て
知
識
人
の
多
い
「
プ
ラ
ナ
カ
ン
華
人
」
に

は
、
文
化
的
な
表
象
と
し
て
の
中
国
で
は
な
く
、
一
九
七
〇
年
代
後

半
か
ら
八
〇
年
代
前
半
に
か
け
て
急
増
し
た
レ
ス
ト
ラ
ン
経
営
者
に

代
表
さ
れ
る
実
体
と
し
て
の
中
国
人
移
民
と
同
一
視
さ
れ
る
こ
と
へ

の
抵
抗
が
あ
り
、「
プ
ラ
ナ
カ
ン
華
人
」
と
い
う
呼
び
名
を
選
び

取
っ
た
と
考
え
ら
れ
る＊

３

。

一
方
、
ヤ
ン
セ
ン
（Jansen 1991

）
は
、
オ
ラ
ン
ダ
在
住
の
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
華
人
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
か
ら
、
移
民
に
よ
る
国

際
移
動
が
女
性
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え

た
の
か
を
検
討
し
て
い
る
。
ヤ
ン
セ
ン
の
調
査
か
ら
得
ら
れ
る
知
見

と
し
て
は
、
女
性
に
対
す
る
社
会
的
な
期
待
が
大
き
く
異
な
る
社
会

へ
の
移
動
を
分
析
す
る
際
に
、
彼
女
ら
自
身
の
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
の
ど

の
段
階
に
お
い
て
移
動
を
し
た
か
を
考
慮
す
る
こ
と
の
重
要
性
が
あ

る
。女

性
の
場
合
は
、
結
婚
に
よ
っ
て
妻
に
な
り
、
出
産
に
よ
っ
て
母

に
な
る
と
い
う
家
庭
内
の
役
割
の
変
化
へ
の
適
応
を
、
自
ら
が
育
っ

て
き
た
文
化
に
お
い
て
期
待
さ
れ
て
き
た
妻
や
母
の
姿
と
は
違
う
社

会
に
お
い
て
行
っ
て
い
く
こ
と
の
負
担
が
あ
る
。
移
民
は
、
異
な
る

社
会
間
の
移
動
に
加
え
、
し
ば
し
ば
階
層
間
の
移
動
を
伴
う
場
合
が

あ
る
。
た
と
え
ば
、
出
身
国
で
医
師
で
あ
っ
た
人
が
、
移
動
先
で
清

掃
や
レ
ス
ト
ラ
ン
の
皿
洗
い
ア
ル
バ
イ
ト
か
ら
始
め
る
と
い
う
ケ
ー

ス
を
想
像
し
て
み
る
と
分
か
り
や
す
い
だ
ろ
う
。
ヤ
ン
セ
ン
の
イ
ン

フ
ォ
ー
マ
ン
ト
の
場
合
は
、
そ
の
よ
う
な
極
端
な
階
層
間
の
移
動
は

経
験
し
て
い
な
い
が
、
オ
ラ
ン
ダ
へ
の
移
動
に
よ
っ
て
、
期
待
さ
れ

る
主
婦
や
母
と
し
て
の
役
割
の
違
い
が
変
わ
っ
た
こ
と
へ
の
戸
惑
い

を
述
べ
て
い
る
（Jansen 1991

）。

筆
者
の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
の
場
合
も
そ
う
で
あ
る
が
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
出
身
の
華
人
女
性
の
多
く
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
家
事
や

育
児
を
手
伝
っ
て
く
れ
る
家
事
労
働
者
が
い
る
環
境
で
育
っ
て
き
た

女
性
が
、
移
動
先
で
あ
る
オ
ラ
ン
ダ
で
は
、
家
事
労
働
の
す
べ
て
を

主
婦
が
一
人
で
担
っ
て
い
く
こ
と
が
当
た
り
前
と
さ
れ
て
い
た
上

に
、
子
供
た
ち
の
学
校
の
時
間
や
、
店
の
閉
店
時
間
な
ど
が
き
っ
ち

り
定
め
ら
れ
て
お
り
、
日
常
生
活
に
お
け
る
孤
独
感
と
ス
ト
レ
ス
が

高
か
っ
た
。
興
味
深
い
の
は
、
こ
の
よ
う
な
新
た
な
環
境
の
中
で
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
華
人
女
性
が
、
自
ら
の
理
解
に
基
づ
い
た
伝
統
的
な

中
国
人
女
性
の
役
割
を
自
ら
に
課
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
オ
ラ
ン
ダ
の

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
グ
ル
ー
プ
の
中
に
自
ら
を
位
置
づ
け
て
い
っ
た
局
面

が
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
（Jansen 1991: 60-63

）。

ヤ
ン
セ
ン
の
調
査
か
ら
は
、
女
性
の
場
合
は
、
階
層
間
の
移
動
よ

り
も
移
動
後
に
個
々
人
が
迎
え
る
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
の
段
階
に
お
い

て
、
社
会
か
ら
期
待
さ
れ
る
役
割
の
違
い
の
方
が
個
人
の
自
己
認
識

に
大
き
く
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
ヤ
ン
セ
ン
は
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ま
た
、
九
〇
年
代
初
頭
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
の
移
民
政
策
が
民
族
別

に
構
成
さ
れ
て
お
り
、
血
統
上
は
中
国
人
で
あ
る
「
プ
ラ
ナ
カ
ン
華

人
」
女
性
が
、
正
し
い
中
国
文
化
や
中
国
人
を
め
ぐ
っ
て
華
人
性
の

問
題
に
突
き
当
た
っ
た
点
を
指
摘
し
、
母
と
し
て
正
し
い
文
化
を
伝

え
る
立
場
と
い
う
視
点
か
ら
再
民
族
化
の
問
題
を
捉
え
て
い
る

（Jansen 1991: 60-63
）。

以
上
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
オ
ラ
ン
ダ
へ
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に

お
け
る
政
治
状
況
に
呼
応
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
背
景
を
持
っ
た
華
人

が
移
動
し
て
い
る
が
、
先
行
研
究
に
お
い
て
描
か
れ
て
き
た
の
は
、

ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
と
し
て
オ
ラ
ン
ダ
社
会
に
順
応
す
る
「
プ
ラ
ナ
カ

ン
華
人
」
が
中
心
で
あ
っ
た
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
「
プ
ラ
ナ
カ

ン
華
人
」
像
を
参
照
し
な
が
ら
も
、「
プ
ラ
ナ
カ
ン
華
人
」
の
み
に

限
定
せ
ず
、
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
華
人
の
記
述
を
行

う
。
李
の
区
分
に
従
う
と
、
主
に
第
二
と
第
三
の
波
に
よ
っ
て
オ
ラ

ン
ダ
に
移
動
し
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
華
人
の
移
動
の
背
景
と
定
住
後
の

生
活
を
中
心
に
論
述
す
る
。
た
だ
し
、
第
三
の
波
に
は
、
九
・
三
〇

事
件
の
直
接
的
・
間
接
的
な
被
害
者
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
オ
ラ
ン

ダ
に
直
接
逃
れ
て
き
た
人
と
、
ス
ハ
ル
ト
政
権
の
成
立
に
よ
っ
て
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
へ
の
帰
国
を
諦
め
ざ
る
を
え
ず
、
難
民
化
し
た
人
々
が

含
ま
れ
る
。

３
中
国
と
い
う
選
択
肢

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ま
で
の
先
行
研
究
に
お
い
て
は
、「
プ
ラ
ナ
カ

ン
華
人
」
と
文
化
や
表
象
に
お
け
る
中
国
が
問
題
に
な
っ
て
い
た

が
、
実
体
と
し
て
の
中
国
は
ど
の
よ
う
な
影
響
を
持
っ
て
い
た
の
か

に
つ
い
て
も
、
簡
単
に
述
べ
て
お
き
た
い
。
現
在
で
は
、「
プ
ラ
ナ

カ
ン
華
人
」
団
体
に
参
加
し
て
い
る
人
々
に
と
っ
て
も
、
中
国
の
存

在
は
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
人
生
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
一
九
四
八

年
に
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
中
華
学
校
を
卒
業
し
た
Ａ
さ
ん
の
場
合
、
そ
も

そ
も
の
留
学
先
は
香
港
だ
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
四
九
年
に
中
華
人

民
共
和
国
が
成
立
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
政
治
的
混
乱
に
巻
き
込
ま

れ
る
可
能
性
を
心
配
し
た
父
親
の
判
断
に
よ
っ
て
、
香
港
か
ら
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
に
帰
国
し
た
後
、
オ
ラ
ン
ダ
に
再
留
学
を
し
た
。

ま
た
、
Ｂ
さ
ん
の
話
に
よ
る
と
、
一
九
五
〇
年
代
の
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
華
人
学
生
団
体
は
、
社
交
活
動
が
主
で
、
政
治
活
動
は
行
っ
て
い

な
か
っ
た
が
、
し
ば
し
ば
友
人
と
の
会
話
で
、
中
国
か
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
の
ど
ち
ら
に
「
帰
国
」
す
る
べ
き
か
と
い
う
話
題
が
出
た
と
い

う
。
実
際
に
Ｂ
さ
ん
の
友
人
の
幾
人
か
は
、
中
国
に
「
帰
国
」
し
、

中
国
の
高
等
教
育
機
関
で
教
授
職
を
得
た
人
も
い
た
。

な
お
そ
の
当
時
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
華
人
学
生
団
体
は
、
中
華
会

に
加
え
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
中
山
会
、
デ
ル
フ
ト
の
討
論
会
な
ど

複
数
存
在
し
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
独
立
し
た
後
、
一
九
五
二
年
の
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中
華
会
で
は
、
後
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
帰
国
し
、
華
人
の
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
社
会
へ
の
同
化
を
支
持
す
る
こ
と
に
な
るLauw

 Chuan 
T

ho

（
ま
た
はJunus Jahja

）
が
中
華
会
を
解
散
し
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
留
学
生
協
会
（Perhim

punan Pelajar Indonesia: 

Ｐ
Ｐ
Ｉ
）
へ

合
流
す
る
こ
と
を
説
く
が
（Suryadinata 1997: 144-147

）、
同
会

は
一
九
六
三
年
ま
で
継
続
す
る
。
Ｂ
さ
ん
の
話
で
は
、
他
の
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
華
人
学
生
団
体
や
オ
ラ
ン
ダ
人
学
生
と
の
交
流
は
あ
っ
た

が
、
華
人
以
外
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
学
生
と
の
交
流
は
限
定
的
で

あ
っ
た
と
い
う
。

一
〇
歳
の
時
に
、
兄
・
姉
と
と
も
に
オ
ラ
ン
ダ
に
留
学
し
、
今
日

に
い
た
る
Ｃ
さ
ん
に
と
っ
て
も
、
中
国
は
決
し
て
遠
い
存
在
で
は
な

か
っ
た
。
Ｃ
さ
ん
は
マ
カ
ッ
サ
ル
出
身
の
華
人
の
父
と
中
国
の
蘇
州

出
身
の
母
の
間
に
生
ま
れ
た
こ
と
か
ら
、
大
学
で
日
本
文
学
と
中
国

文
学
を
専
攻
し
、
ラ
イ
デ
ン
大
学
で
長
き
に
わ
た
っ
て
教
鞭
を
と
っ

た
。ま

た
、
Ｃ
さ
ん
の
姉
夫
妻
は
、
実
際
中
国
に
渡
っ
た
こ
と
も
あ
っ

た
。
二
人
は
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
大
学
で
在
学
中
に
知
り
合
っ
た
。

ジ
ャ
ワ
出
身
の
プ
ラ
ナ
カ
ン
の
夫
が
、
大
学
で
学
ん
だ
医
学
を
通
じ

て
中
国
の
国
家
建
設
へ
貢
献
し
た
い
と
い
う
希
望
を
持
っ
て
い
た
た

め
、
二
人
は
一
九
五
七
年
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
帰
国
し
た
後
、
双
方

の
両
親
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
、
中
国
へ
渡
っ
た
。
し
か
し
最
終
的

に
は
、
中
国
で
の
生
活
を
あ
き
ら
め
、
再
び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
渡
航

し
、
ド
イ
ツ
に
永
住
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
Ｂ
さ
ん
の
友
人
や
Ｃ
さ

ん
の
姉
夫
妻
の
よ
う
に
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
い
て
も
裕
福
な
プ
ラ

ナ
カ
ン
家
庭
の
出
身
で
、
さ
ら
に
オ
ラ
ン
ダ
で
高
等
教
育
を
受
け
た

人
々
に
と
っ
て
も
、
中
国
の
存
在
が
人
生
の
選
択
に
影
響
を
及
ぼ
し

た
点
は
、
重
要
で
あ
ろ
う
。

Ⅱ
オ
ラ
ン
ダ
植
民
地
か
ら

国
民
国
家
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
へ

１
独
立
期
の
混
乱

一
九
四
五
年
八
月
一
七
日
、
日
本
の
敗
戦
を
受
け
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
共
和
国
初
代
大
統
領
ス
カ
ル
ノ
と
副
大
統
領
の
ハ
ッ
タ
は
、
首
都

ジ
ャ
カ
ル
タ
市
内
で
独
立
宣
言
を
発
表
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
旧
宗
主

国
の
オ
ラ
ン
ダ
は
、
こ
の
独
立
宣
言
を
承
認
せ
ず
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
再
植
民
地
化
を
目
指
し
た
。
一
九
四
五
年
か
ら
一
九
四
九
年
に
か

け
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
、
独
立
を
か
け
て
オ
ラ
ン
ダ
と
戦
っ
た
。

戦
乱
期
に
よ
る
混
乱
の
な
か
で
、
オ
ラ
ン
ダ
へ
の
協
力
者
と
み
な

さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
華
人
を
排
除
す
る
動
き
も
生
じ
た
。
こ
う

し
た
な
か
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
離
れ
る
決
意
を
固
く
し
て
、
オ
ラ
ン

ダ
に
移
住
す
る
華
人
が
現
れ
た
。
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第
二
次
世
界
大
戦
終
了
後
、
日
本
軍
の
強
制
収
容
所
に
収
容
さ
れ

て
い
た
オ
ラ
ン
ダ
人
や
、
欧
亜
混
血
者
で
あ
る
ユ
ー
ラ
シ
ア
ン
ら

は
、
い
っ
た
ん
元
の
住
居
に
戻
る
。
戻
っ
て
き
た
彼
ら
を
近
隣
の
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
人
ら
は
、
当
初
は
温
か
く
迎
え
て
い
た
が
、
彼
ら
が
植

民
地
時
代
の
（
主
従
関
係
を
再
現
す
る
よ
う
な
）
態
度
を
取
り
戻
す

に
し
た
が
っ
て
、
彼
ら
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
と
の
間
に
軋
轢
が
生
ま

れ
て
い
っ
た
（A

nderson 1972: 125-126
）。
さ
ら
に
は
、
オ
ラ
ン

ダ
軍
の
再
上
陸
が
確
実
に
な
っ
た
後
に
は
、
彼
ら
は
し
ば
し
ば
各
地

で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
の
若
者
が
構
成
す
る
組
織
の
暴
力
の
対
象
と

な
っ
た
（A

nderson 1972: 147-166

）。

オ
ラ
ン
ダ
人
と
ユ
ー
ラ
シ
ア
ン
に
加
え
、
オ
ラ
ン
ダ
企
業
な
ど
の

職
員
や
そ
の
家
族
も
、
場
合
に
よ
っ
て
は
こ
れ
ら
の
暴
力
を
避
け
る

た
め
に
、
各
地
の
オ
ラ
ン
ダ
人
向
け
の
保
護
キ
ャ
ン
プ
内
で
数
年
過

ご
す
こ
と
に
な
っ
た
。
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
の
中
に
は
、
こ
れ
ら
の

キ
ャ
ン
プ
で
幼
少
期
の
数
年
間
を
過
ご
し
た
人
が
何
人
か
含
ま
れ
て

い
る
。

Ｄ
さ
ん
も
そ
の
一
人
で
あ
る
。
ス
マ
ト
ラ
島
メ
ダ
ン
出
身
の
彼
女

は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
妹
と
と
も
に
キ
ャ
ン
プ
内
で
再
開
さ
れ

た
オ
ラ
ン
ダ
人
向
け
の
学
校
に
登
校
し
て
い
た
。
Ｄ
さ
ん
の
父
親

は
、
第
二
次
世
界
大
戦
前
は
オ
ラ
ン
ダ
の
貿
易
会
社
で
エ
ン
ジ
ニ
ア

を
し
て
い
た
が
、
戦
争
が
始
ま
っ
た
後
は
華
人
企
業
の
会
計
を
担
当

し
て
い
た
と
い
う
。
日
本
軍
が
撤
退
し
た
後
の
メ
ダ
ン
で
は
、
華
人

や
オ
ラ
ン
ダ
人
が
略
奪
の
対
象
と
な
っ
た
た
め
、
同
じ
ス
マ
ト
ラ
島

内
に
あ
り
比
較
的
安
全
だ
っ
た
パ
ダ
ン
に
親
族
を
頼
っ
て
逃
げ
る
華

人
も
多
か
っ
た
と
い
う
。
Ｄ
さ
ん
一
家
は
、
Ｄ
さ
ん
と
そ
の
妹
が
オ

ラ
ン
ダ
人
学
校
に
通
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
一
九
四
六
年
か
ら
一

九
四
七
年
に
か
け
て
保
護
キ
ャ
ン
プ
に
入
る
こ
と
に
な
っ
た
。
Ｄ
さ

ん
は
、
中
等
教
育
（H

ogere Burger School: 

Ｈ
Ｂ
Ｓ
）
を
修
了

後
、
一
九
四
六
年
に
キ
ャ
ン
プ
か
ら
直
接
、
オ
ラ
ン
ダ
人
向
け
の
帰

国
船
で
オ
ラ
ン
ダ
に
渡
航
し
、
当
地
で
大
学
教
育
を
受
け
て
就
職
し

た
。オ

ラ
ン
ダ
政
府
は
、
一
九
四
五
年
か
ら
一
九
六
四
年
ま
で
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
へ
の
帰
国
船
を
運
航
し
て
い
た
。
一
九
四
五

年
か
ら
一
九
五
四
年
の
間
に
三
〇
万
人
以
上
が
オ
ラ
ン
ダ
へ
と
移
動

し
た
（
表
２
）。
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
へ
と
移
動
し
た
人
と

相
殺
す
る
と
、
約
一
三
万
九
千
人
が
オ
ラ
ン
ダ
に
移
住
し
た
こ
と
に

な
る
（K

raak 1958: 30

）。
ま
た
こ
の
他
に
、
旧
王
立
蘭
領
東
イ
ン

ド
陸
軍
の
ア
ン
ボ
ン
人
隊
員
と
そ
の
家
族
一
万
三
千
人
が
、
一
九
五

一
年
に
オ
ラ
ン
ダ
政
府
の
手
配
に
よ
り
オ
ラ
ン
ダ
に
移
住
し
た
。
こ

れ
ら
の
数
字
を
合
わ
せ
る
と
、
一
〇
年
間
に
実
に
一
五
万
人
以
上
の

人
が
、
オ
ラ
ン
ダ
に
移
住
し
た
こ
と
に
な
る
（K

raak 1958: 30-31

）。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
へ
の
移
動
の
波
は
四
回
あ
り
、
そ

の
最
後
の
波
は
一
九
五
七
年
末
に
始
ま
っ
た
（K

raak 1958: 35 ; 
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Beekhuis en O
osten 2001

）。
同
年
一
月
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
オ

ラ
ン
ダ
と
の
間
で
西
イ
リ
ア
ン
の
帰
属
問
題
が
決
裂
し
た
こ
と
を
契

機
に
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
が
軍
を
中
心
に
オ
ラ
ン
ダ
企
業
の
接
収

を
行
い
、
そ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
た
失
業
者
が
中
心
だ
っ
た
（K

raak 
1958: 35 ; 

宮
本 

二
〇
〇
三
）。
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
断
続
的
に
継

続
し
て
い
た
オ
ラ
ン
ダ
人
の
帰
国
や
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
ン
や
オ
ラ
ン
ダ

に
関
係
し
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
の
移
動
は
、
こ
の
波
で
一
段
落
し
た
。

同
時
代
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
地
域
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
へ
の
帰
還
を
研
究

し
た
ク
ラ
ー
ク
は
、
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
受
け
入
れ
体
制
を
成
功
例

と
し
て
評
価
し
て
い
る
（K

raak 1958
）。
一
九
四
五
年
か
ら
一
九

六
四
年
に
オ
ラ
ン
ダ
に
移
っ
た
者
の
う
ち
、
八
万
三
〇
〇
〇
人
が
オ

ラ
ン
ダ
移
民
局
の
手
配
の
も
と
で
帰
国
し
た
。

そ
う
し
た
例
に
あ
た
る
の
が
、
Ｅ
さ
ん
で
あ
る
。
一
九
三
九
年
ス

ラ
バ
ヤ
生
ま
れ
の
Ｅ
さ
ん
は
、
養
父
が
一
九
六
一
年
に
設
立
さ
れ
た

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
営
電
力
公
社
（Badan Pim

pinan U
m

um
 

Perusahaan Listrik N
egara: 

Ｂ
Ｐ
Ｕ
―

Ｐ
Ｌ
Ｎ
）
の
前
身
の
一
つ

で
あ
る
オ
ラ
ン
ダ
の
電
力
会
社
に
勤
め
て
い
た
こ
と
か
ら
、
一
九
四

五
年
か
ら
一
九
四
七
年
ま
で
の
二
年
間
を
保
護
キ
ャ
ン
プ
で
過
ご
し

た
。
当
時
の
ス
ラ
バ
ヤ
は
、
毎
日
親
オ
ラ
ン
ダ
派
の
人
が
殺
害
さ

れ
、
キ
ャ
ン
プ
の
周
囲
の
木
に
ひ
っ
か
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
状
況

だ
っ
た
と
い
う
。

Ｅ
さ
ん
は
一
九
五
六
年
、
一
七
歳
の
時
に
、
こ
の
ま
ま
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
に
い
て
も
未
来
が
な
い
と
感
じ
、
ス
ラ
バ
ヤ
の
オ
ラ
ン
ダ
移
民

局
支
部
に
出
向
き
、
家
族
全
員
分
の
オ
ラ
ン
ダ
行
き
を
自
ら
申
請
し

た
と
い
う
。
オ
ラ
ン
ダ
行
き
の
情
報
は
学
校
間
の
交
流
（
ダ
ン
ス
や

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
）
の
場
を
通
じ
て
よ
く
一
緒
に
遊
ん
で
い
た
他

校
の
友
人
か
ら
聞
き
、
そ
の
友
人
も
同
じ
船
で
出
発
し
た
。
ス
ラ
バ

ヤ
の
学
校
関
係
の
友
人
で
オ
ラ
ン
ダ
に
来
た
人
た
ち
と
は
、
現
在
で

も
時
々
一
緒
に
集
ま
っ
て
い
る
と
い
う
。
渡
航
の
申
請
は
そ
れ
ほ
ど

難
し
く
な
く
、
渡
航
費
は
す
べ
て
オ
ラ
ン
ダ
政
府
が
負
担
し
た
。

蘭
領
東
イ
ン
ド
で
は
、
一
九
一
〇
年
に
「
非
オ
ラ
ン
ダ
人
の
オ
ラ

ン
ダ
臣
民
権
法
」
が
成
立
し
、
植
民
地
の
住
民
は
臣
民
と
し
て
国
民

と
は
別
の
位
置
づ
け
に
あ
っ
た
が
、
一
九
四
九
年
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

へ
主
権
を
委
譲
し
て
か
ら
二
年
間
は
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
ン
や
国
籍
を
確

認
で
き
な
い
者
に
国
籍
選
択
権
を
認
め
た
（
吉
田 

二
〇
〇
四
：
八
七

インドネシ
アからの入
国者数（A）

インドネシ
アへの出国
者数（B）

差し引き
入国者数
（A–B）

1945 n.d. n.d. –0.4
1946 69.3 5.4 63.9
1947 22.0 23.4 –1.4
1948 17.6 29.0 –11.4
1949 16.5 23.1 –6.6
1950 55.9 9.1 46.7
1951 30.3 9.8 21.5
1952 16.2 8.9 7.3
1953 14.2 6.3 7.8
1954 17.2 5.6 11.8
1955 24.0 4.5 19.5
1956 18.3 5.1 13.2
1957 ± 16.2 4.4 ± 11.8

表2　オランダ人口登記によるインドネシア
からの入国者数とインドネシアへの出国者数

（出所）Kraak（1958: 29）
（注）単位：千人。数字は原文のママ。Kraak

（1958）はオランダ中央統計局のデータを基に作成。
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―
八
八
）。
Ｅ
さ
ん
一
家
の
場
合
も
、
お
そ
ら
く
こ
の
時
期
に
オ
ラ

ン
ダ
国
籍
を
取
得
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

Ｅ
さ
ん
の
オ
ラ
ン
ダ
へ
の
渡
航
時
期
は
、
オ
ラ
ン
ダ
人
の
帰
国
の

最
後
の
波
で
あ
る
一
九
五
七
年
直
前
で
あ
っ
た
。
一
九
五
〇
年
代
の

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
ジ
ャ
ワ
島
以
外
の
地
域
に
お
い
て
反
乱
が
恒

常
的
に
続
い
て
い
た
。
一
九
五
五
年
に
実
施
さ
れ
た
最
初
の
総
選
挙

は
、
民
族
間
や
地
域
間
の
対
立
を
一
層
深
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
他

方
で
、
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
支
え
ら
れ
て
き
た
植
民
地
時
代
か
ら

の
社
会
経
済
構
造
の
変
革
を
目
的
と
し
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
小
企
業

の
成
長
を
狙
っ
た
ベ
ン
テ
ン
政
策
が
失
敗
に
終
わ
り
、
経
済
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
が
一
層
進
ん
だ
。

一
九
五
六
年
に
オ
ラ
ン
ダ
へ
の
帰
国
船
に
乗
っ
た
Ｅ
さ
ん
の
移
動

前
後
の
記
憶
は
、
と
て
も
鮮
明
で
あ
る
。
Ｅ
さ
ん
の
場
合
は
、
典
型

的
な
「
プ
ラ
ナ
カ
ン
華
人
」
と
違
い
、
渡
航
後
に
工
場
勤
務
を
し
な

が
ら
専
門
学
校
を
卒
業
し
た
と
い
う
経
歴
を
持
つ
。
少
し
長
文
に
な

る
が
、
当
時
の
オ
ラ
ン
ダ
の
状
況
が
伝
わ
っ
て
く
る
た
め
、
以
下
に

Ｅ
さ
ん
の
話
を
ま
と
め
て
紹
介
す
る
。

Ｅ
さ
ん
は
ス
ラ
バ
ヤ
の
移
民
局
事
務
所
に
て
家
族
全
員
分
の
渡
航

申
請
を
し
た
が
、
両
親
は
ひ
と
ま
ず
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
残
る
こ
と
に

な
り
、
一
ヵ
月
後
に
姉
・
兄
・
彼
・
弟
と
い
ず
れ
も
未
成
年
の
子
ど

も
た
ち
だ
け
で
乗
船
し
た
。
当
時
オ
ラ
ン
ダ
に
は
、
夫
が
王
立
蘭
領

東
イ
ン
ド
陸
軍
兵
だ
っ
た
母
方
の
叔
母
夫
妻
が
移
住
し
て
い
た
。
一

九
五
六
年
一
一
月
に
シ
バ
ヤ
ッ
ク
（Sibajak

）
号
に
乗
船
し
、
一

二
月
九
日
に
オ
ラ
ン
ダ
に
到
着
し
た＊

４

。
シ
バ
ヤ
ッ
ク
号
は
、
映
画
館

や
店
が
あ
る
豪
華
客
船
で
、
約
五
〇
〇
人
の
乗
船
客
が
い
た
。
ス
ラ

バ
ヤ
か
ら
ジ
ャ
カ
ル
タ
に
行
き
、
南
ア
フ
リ
カ
経
由
で
オ
ラ
ン
ダ
に

向
か
っ
た
。
船
の
上
で
は
、
食
事
、
服
な
ど
す
べ
て
支
給
さ
れ
非
常

に
快
適
だ
っ
た
。

オ
ラ
ン
ダ
到
着
後
、
両
親
が
い
な
い
未
成
年
は
デ
ン
・
ハ
ー
グ
の

施
設
に
集
め
ら
れ
た
。
デ
ン
・
ハ
ー
グ
に
は
政
府
の
受
け
入
れ
担
当

者
が
お
り
、
す
ぐ
に
良
質
な
服
を
買
い
に
つ
れ
て
い
っ
て
く
れ
、
当

面
の
ポ
ケ
ッ
ト
・
マ
ネ
ー
も
支
給
さ
れ
た
。
施
設
に
は
二
ヵ
月
い

た
。
政
府
が
受
け
入
れ
家
族
を
募
集
し
て
お
り
、
受
け
入
れ
家
族
に

は
、
地
方
政
府
か
ら
補
助
金
が
出
た
。
オ
ラ
ン
ダ
政
府
は
、
移
住
者

の
定
住
先
を
宗
教
別
に
振
り
分
け
て
い
た
よ
う
で
、
カ
ト
リ
ッ
ク
信

者
だ
っ
た
Ｅ
さ
ん
兄
弟
ら
は
南
部
へ
と
送
ら
れ
、
オ
ラ
ン
ダ
人
の
家

族
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
。
兄
は
ア
ン
ト
ホ
ー
ベ
ン
へ
送
ら
れ
、
残
り

の
三
人
は
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
の
受
け
入
れ
家
族
に
引
き
取
ら
れ
た
。

姉
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
も
電
力
会
社
で
事
務
職
に
つ
い
て
い
た
た

め
、
事
務
職
に
就
き
、
弟
は
学
校
へ
行
っ
た
。
受
け
入
れ
家
族
は
Ｅ

さ
ん
も
就
業
す
る
こ
と
を
希
望
し
た
た
め
、
給
与
が
支
給
さ
れ
る
職

業
学
校
に
行
き
、
施
盤
工
を
専
攻
し
た
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
修
了
後

フ
ェ
ン
ロ
ー
の
工
業
学
校
中
級
課
程
に
編
入
し
た
が
、
そ
の
後
二
年

間
徴
兵
さ
れ
た
。

一
九
六
三
年
に
両
親
が
オ
ラ
ン
ダ
に
来
て
、
フ
ェ
ン
ロ
ー
で
一
緒

に
暮
ら
し
始
め
た
。
当
時
母
は
四
〇
歳
、
養
父
は
五
二
歳
だ
っ
た
。
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六
四
年
よ
り
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
の
工
場
に
勤
務
し
、
工
業
高
等
学
校

に
通
っ
た
が
、
工
場
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
部
門
が
設
立
し
、
そ
ち
ら
に

移
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
学
校
は
や
め
た
。
一
年
で
同
部
門
の
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
昇
格
し
た
。
当
時
の
オ
ラ
ン
ダ
に
は
有
色
人
種
は
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
人
ぐ
ら
い
し
か
お
ら
ず
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
ま
で
な
ろ
う

と
す
る
と
オ
ラ
ン
ダ
人
の
三
倍
働
く
必
要
が
あ
っ
た
と
Ｂ
さ
ん
は
回

顧
す
る
。
一
九
六
六
年
に
オ
ラ
ン
ダ
人
の
妻
と
結
婚
し
た
。
三
人
の

子
供
が
い
る
。
妻
と
は
二
〇
〇
一
年
に
死
別
し
た
。

Ｅ
さ
ん
の
オ
ラ
ン
ダ
到
着
当
時
の
記
憶
は
、
当
時
の
オ
ラ
ン
ダ
の

社
会
福
祉
省
の
英
文
報
告
書
に
記
さ
れ
て
い
る
帰
国
者
に
対
す
る
政

府
側
の
対
応
状
況
を
裏
付
け
る
経
験
談
で
あ
る
（M

inistry of 
Social W

ork 1958

）。
社
会
福
祉
省
で
は
、
Ｅ
さ
ん
の
よ
う
な
若
年

層
へ
の
対
策
に
加
え
、
企
業
退
職
後
の
老
年
層
に
対
す
る
対
策
も

行
っ
て
い
た
（M

inistry of Social W
ork 1958: 2-3

）。

Ｄ
さ
ん
や
Ｅ
さ
ん
は
、
オ
ラ
ン
ダ
へ
の
移
住
を
固
く
決
意
し
て
渡

航
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
同
時
期
に
オ
ラ
ン
ダ
に
私
費
で
留
学
し

て
い
た
華
人
の
中
に
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
へ
の
帰
国
を
視
野
に
い
れ

て
い
た
人
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
し
か
し
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、
ス
ハ

ル
ト
政
権
の
成
立
後
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
残
っ
て
い
る
家
族
に
帰
国

を
延
期
す
る
よ
う
提
案
さ
れ
、
そ
の
ま
ま
オ
ラ
ン
ダ
で
就
職
し
、
オ

ラ
ン
ダ
国
籍
に
切
り
替
え
て
定
住
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

Ⅲ
オ
ラ
ン
ダ
へ
の
道
筋
の
断
絶
と

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
体
制
転
換

１
九
・
三
〇
事
件
と
移
動

オ
ラ
ン
ダ
政
府
に
よ
っ
て
用
意
さ
れ
て
い
た
オ
ラ
ン
ダ
へ
の
道
筋

は
、
一
九
六
四
年
で
途
絶
え
た
。
こ
の
時
期
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
歴

史
に
お
い
て
は
、
ス
カ
ル
ノ
体
制
か
ら
ス
ハ
ル
ト
体
制
へ
と
政
治
体

制
が
大
き
く
転
換
す
る
時
期
と
重
な
っ
て
い
た
。
一
九
六
五
年
の

九
・
三
〇
事
件
以
降
ス
ハ
ル
ト
政
権
下
に
お
い
て
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

を
後
に
す
る
華
人
が
多
数
現
れ
た
。
そ
の
中
に
は
オ
ラ
ン
ダ
に
向

か
っ
た
者
も
い
た
。
た
だ
し
こ
の
時
期
に
オ
ラ
ン
ダ
に
移
っ
た
人

は
、
一
九
六
四
年
以
前
に
オ
ラ
ン
ダ
に
移
っ
た
人
と
は
異
な
り
、
オ

ラ
ン
ダ
に
行
き
つ
く
経
路
を
自
ら
開
拓
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
の

よ
う
な
例
と
し
て
、
Ｆ
さ
ん
一
家
の
例
が
あ
る
。

Ｆ
さ
ん
は
前
述
の
Ｄ
さ
ん
の
妹
で
あ
る
。
Ｆ
さ
ん
は
一
九
二
八
年

に
ス
マ
ト
ラ
島
メ
ダ
ン
で
生
ま
れ
た
。
Ｆ
さ
ん
は
中
等
教
育
修
了

後
、
バ
ン
ド
ン
の
大
学
に
進
学
し
薬
学
を
学
ん
だ
。
し
か
し
、
一
九

五
七
年
に
教
授
言
語
が
オ
ラ
ン
ダ
語
か
ら
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
に
切
り

替
わ
っ
た
た
め
大
学
を
退
学
し
、
同
大
学
の
薬
学
部
を
一
九
五
六
年

に
卒
業
し
た
先
輩
で
あ
っ
た
夫
と
と
も
に
メ
ダ
ン
に
帰
郷
し
、
夫
は



232

薬
剤
師
を
し
て
い
た
。
一
九
六
六
年
の
あ
る
日
、
Ｆ
さ
ん
の
夫
は
突

然
警
察
に
連
れ
去
ら
れ
た
。
Ｆ
さ
ん
の
夫
は
当
時
、
大
学
の
非
常
勤

講
師
と
し
て
勤
務
し
て
お
り
、
そ
の
勤
務
先
と
し
て
新
た
な
大
学
が

も
う
一
校
加
わ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
大
学
の
関
係
者
で

あ
っ
た
華
人
の
友
人
が
、
共
産
党
員
で
あ
る
と
の
嫌
疑
を
か
け
ら
れ

た
。
Ｆ
さ
ん
の
夫
は
政
治
活
動
に
全
く
関
心
が
な
か
っ
た
が
、
芋
づ

る
式
に
逮
捕
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
幸
い
Ｆ
さ
ん
に
軍
人
の
知
人
が
お

り
、
そ
の
知
人
に
頼
み
込
ん
だ
こ
と
が
功
を
奏
し
て
、
夫
は
一
晩
で

帰
宅
で
き
た
。
し
か
し
、
当
時
五
歳
と
一
歳
で
あ
っ
た
幼
い
子
ど
も

た
ち
の
将
来
も
考
え
て
、
Ｆ
さ
ん
夫
妻
は
移
住
を
決
断
し
た
。
Ｆ
さ

ん
に
と
っ
て
九
・
三
〇
事
件
は
、
身
の
安
全
を
求
め
て
キ
ャ
ン
プ
で

生
活
す
る
に
い
た
っ
た
独
立
戦
争
期
の
混
乱
の
記
憶
に
加
え
て
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
い
て
華
人
が
暴
力
の
対
象
と
な
り
う
る
こ
と
を
一

層
強
く
意
識
さ
せ
ら
れ
た
経
験
と
な
っ
た
。

大
学
時
代
の
知
人
を
辿
り
情
報
収
集
を
始
め
た
Ｆ
さ
ん
夫
妻
は
、

カ
リ
ブ
海
に
あ
る
オ
ラ
ン
ダ
植
民
地
の
キ
ュ
ラ
ソ
ー＊

５

で
薬
剤
師
の
求

職
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
一
九
六
八
年
に
正
規
の
ル
ー
ト
で
移
住
を

申
請
し
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
パ
ス
ポ
ー
ト
で
キ
ュ
ラ
ソ
ー
に
渡
っ

た
。
キ
ュ
ラ
ソ
ー
に
移
住
し
た
後
に
、
メ
ダ
ン
で
所
有
し
て
い
た
不

動
産
な
ど
の
資
産
を
、
華
人
の
知
人
を
通
じ
て
売
却
し
た
。
そ
の
金

は
、
キ
ュ
ラ
ソ
ー
へ
の
中
継
地
で
あ
っ
た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
華
人
を

通
じ
て
、
キ
ュ
ラ
ソ
ー
の
知
人
に
送
る
よ
う
依
頼
し
た
。
そ
の
後
、

Ｆ
さ
ん
の
父
と
Ｆ
さ
ん
の
夫
の
姉
が
、
Ｆ
さ
ん
一
家
を
追
う
よ
う
に

し
て
キ
ュ
ラ
ソ
ー
に
移
住
し
て
き
た
。
キ
ュ
ラ
ソ
ー
に
移
住
し
て
か

ら
五
年
後
に
、
一
家
は
オ
ラ
ン
ダ
国
籍
を
取
得
し
た
。
父
は
キ
ュ
ラ

ソ
ー
で
亡
く
な
っ
た
。
夫
の
姉
は
オ
ラ
ン
ダ
ま
で
共
に
移
動
し
、
Ｆ

さ
ん
家
族
と
生
涯
を
共
に
し
た
。

キ
ュ
ラ
ソ
ー
に
は
高
等
教
育
機
関
が
な
か
っ
た
た
め
、
一
家
は
当

初
か
ら
子
ど
も
の
大
学
進
学
に
あ
わ
せ
て
オ
ラ
ン
ダ
に
再
移
住
す
る

予
定
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
Ｆ
さ
ん
の
夫
は
一
九
七
六
年
に
単
身

で
オ
ラ
ン
ダ
に
一
三
ヶ
月
留
学
し
、
オ
ラ
ン
ダ
で
薬
剤
師
の
資
格
を

取
得
し
、
将
来
の
移
住
に
備
え
た
。
子
ど
も
た
ち
が
オ
ラ
ン
ダ
の
大

学
に
進
学
し
た
後
、
一
九
八
六
年
に
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
に
薬
局
を
購
入

し
、
夫
婦
と
姉
の
三
人
も
オ
ラ
ン
ダ
に
移
住
し
た
。
当
時
夫
は
五
八

歳
に
な
っ
て
い
た
。

Ｆ
さ
ん
の
家
族
の
移
住
は
、
九
・
三
〇
事
件
を
き
っ
か
け
に
、
長

期
的
な
計
画
に
基
づ
き
段
階
的
に
行
わ
れ
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら

キ
ュ
ラ
ソ
ー
、
さ
ら
に
オ
ラ
ン
ダ
へ
と
、
オ
ラ
ン
ダ
の
影
響
が
及
ん

で
い
た
地
域
間
で
、
移
動
を
繰
り
返
し
た
Ｆ
さ
ん
家
族
の
事
例
は
、

オ
ラ
ン
ダ
語
を
文
化
資
本
と
す
る
「
プ
ラ
ナ
カ
ン
華
人
」
の
典
型
的

な
事
例
と
共
通
す
る
点
も
あ
る
。
他
方
で
、
家
族
の
進
学
や
キ
ャ
リ

ア
の
タ
イ
ミ
ン
グ
と
移
動
を
組
み
合
わ
せ
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
か
ら

は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
み
な
ら
ず
オ
ラ
ン
ダ
と
の
心
理
的
距
離
感
が

十
分
に
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
著
者
が
Ｆ
さ
ん
に
三
国
に
対
す

る
思
い
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
Ｆ
さ
ん
の
場
合
、
少
女
期
を
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
、
熟
年
期
を
キ
ュ
ラ
ソ
ー
、
老
年
期
を
オ
ラ
ン
ダ
で
お
く
る
と
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い
う
経
緯
を
辿
っ
た
た
め
、
充
実
し
た
熟
年
期
を
過
ご
し
た
キ
ュ
ラ

ソ
ー
時
代
が
思
い
出
深
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
こ
の
答
え
か
ら
も
、

Ｆ
さ
ん
の
オ
ラ
ン
ダ
と
の
心
理
的
距
離
感
が
う
か
が
え
る
。

２
体
制
変
換
に
よ
る
難
民
化
と
移
動

九
・
三
〇
事
件
後
成
立
し
た
ス
ハ
ル
ト
政
権
は
、
共
産
主
義
勢
力

の
一
掃
を
強
硬
に
進
め
て
い
っ
た
。
こ
う
し
た
な
か
で
、
ス
ハ
ル
ト

政
権
が
始
ま
る
以
前
に
国
交
が
あ
っ
た
社
会
主
義
諸
国
へ
派
遣
さ
れ

た
り
、
留
学
し
た
り
し
て
い
た
人
々
の
帰
国
が
難
し
く
な
っ
た
。
具

体
的
に
は
、
ス
カ
ル
ノ
期
に
社
会
主
義
諸
国
へ
留
学
し
て
い
た
り
、

外
交
官
な
ど
公
務
に
よ
っ
て
海
外
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
り
し
た
左
派

知
識
人
で
あ
る
。
彼
ら
は
、「
プ
ラ
ナ
カ
ン
華
人
」
や
、
華
人
排
斥

を
逃
れ
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
離
れ
た
人
々
と
年
齢
的
に
は
同
年
代
で

あ
っ
た
と
し
て
も
、
ま
っ
た
く
違
う
経
緯
で
オ
ラ
ン
ダ
に
辿
り
着
い

た
。
彼
ら
は
、
外
国
滞
在
中
に
政
権
が
代
わ
り
、
親
共
か
ら
反
共
へ

と
政
策
が
変
わ
っ
た
た
め
、
亡
命
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
人
た
ち
で

あ
っ
た
。
彼
ら
に
つ
い
て
は
、
ヒ
ル
に
よ
っ
て
、
半
世
紀
を
経
て
よ

う
や
く
実
態
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
（H

ill 2010

）。

独
立
戦
争
後
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
産
党
が
勢
力
を
拡
大
す
る
の
に

伴
い
、
挙
国
一
致
体
制
に
同
党
も
組
み
込
ま
れ
た
。
こ
う
し
た
な
か

で
ス
カ
ル
ノ
期
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
、
中
国
や
ソ
連
を
は
じ
め
社
会

主
義
国
と
の
関
係
を
深
め
て
い
っ
た
。
と
く
に
同
時
期
に
成
立
し
た

中
華
人
民
共
和
国
は
、
近
代
国
家
の
モ
デ
ル
と
し
て
理
想
化
さ
れ
、

相
互
に
交
流
を
深
め
た
（Liu 2011

）。
こ
の
よ
う
な
政
治
的
気
運

の
な
か
、
ス
カ
ル
ノ
政
権
下
で
は
、
ア
ル
バ
ニ
ア
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、

ル
ー
マ
ニ
ア
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
ヴ
ェ
ト
ナ

ム
、
北
朝
鮮
、
エ
ジ
プ
ト
な
ど
の
社
会
主
義
国
に
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

お
よ
び
留
学
先
の
政
府
奨
学
金
を
受
け
て
、
数
多
く
の
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
人
が
留
学
し
て
い
た
（H

ill 2010

）。
数
で
み
る
と
中
国
が
最
多

だ
が
、
ソ
連
へ
の
留
学
生
も
多
く
、
一
九
六
五
年
時
点
で
ソ
連
国
内

の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
は
二
千
人
に
上
り
、
ソ
連
内
の
外
国
籍
住
民
の

う
ち
で
最
多
で
あ
っ
た
（H

ill 2010: 28

）。

九
・
三
〇
事
件
直
後
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
は
、
ス
カ
ル
ノ
が
社
会

主
義
国
に
派
遣
し
た
外
交
官
へ
帰
国
命
令
を
出
す
が
、
マ
リ
大
使
で

あ
っ
た
タ
シ
ン
（Suraedi T

asin

）
を
は
じ
め
帰
国
を
拒
否
し
た
人

た
ち
が
い
た
（H

ill 2010: 31

）。
留
学
生
に
対
し
て
は
、
一
九
六
六

年
五
月
七
日
に
、
教
育
省
が
在
外
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
留
学
生
の
す
べ

て
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
へ
の
忠
誠
心
を
審
査
す
る
思
想
テ
ス
ト
を
義
務

付
け
、
同
年
七
月
一
五
日
に
外
務
省
に
よ
っ
て
審
査
方
法
が
定
め
ら

れ
た
（H

ill 2010: 31-32

）。
思
想
テ
ス
ト
を
拒
否
し
た
場
合
は
、
パ

ス
ポ
ー
ト
を
取
り
上
げ
ら
れ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
へ
の
帰
国
の
み
が
許

さ
れ
る
旅
行
許
可
書
が
与
え
ら
れ
た
（H

ill 2010: 32

）。
留
学
生
の

間
で
は
、
反
共
を
掲
げ
る
ス
ハ
ル
ト
政
権
下
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
帰

国
す
る
こ
と
は
自
ら
や
家
族
の
安
全
に
関
わ
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
た

た
め
、
留
学
先
に
滞
在
し
続
け
、
無
国
籍
に
な
っ
た
人
々
が
少
な
く
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な
い
（H

ill 2010: 32

）。
一
方
で
、
当
時
北
京
に
い
た
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
共
産
党
幹
部
の
ア
ジ
ト
ロ
プ
（Jusuf A

djitorop

）
ら
に
よ
っ
て

「
代
表
団
」
と
呼
ば
れ
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
産
党
海
外
組
織
が
設
立

さ
れ
、
共
産
党
員
を
は
じ
め
と
す
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
の
亡
命
者

に
北
京
に
集
合
す
る
よ
う
に
声
を
か
け
た
（H

ill 2010: 31-32

）。
し

か
し
、
北
京
へ
と
参
集
し
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
ら
は
、
文
化
大
革
命

に
よ
っ
て
地
方
へ
下
放
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
（H

ill 2010: 34

）。

九
・
三
〇
事
件
に
よ
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
亡
命
者
の
多
く
は
、
中

国
に
参
集
し
た
人
も
、
勉
学
を
終
え
る
こ
と
を
優
先
し
て
留
学
先
の

社
会
主
義
国
に
残
っ
た
人
も
、
数
十
年
を
経
た
後
に
西
側
諸
国
に
脱

出
し
た
人
が
多
い
。
ヒ
ル
は
、
当
時
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
亡
命
者
を
約

五
百
人
と
推
計
し
、
現
在
で
は
そ
の
数
は
半
数
に
減
り
、
そ
の
大
多

数
が
オ
ラ
ン
ダ
に
居
住
し
て
い
る
と
す
る
（H

ill 2010: 38

）。
オ
ラ

ン
ダ
の
バ
リ
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
い
て
は
こ
れ
ら
の
元
留
学
生
た

ち
は
「
ス
カ
ル
ノ
の
学
生
」
と
呼
ば
れ
、
オ
ラ
ン
ダ
移
住
後
も
独
自

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
い
る
（D

ragojlovic 2010

）。

著
者
の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
に
も
、
ジ
ャ
ワ
出
身
で
は
あ
る
が

「
ス
カ
ル
ノ
の
学
生
」
と
い
え
る
華
人
が
含
ま
れ
て
い
た
。「
ス
カ
ル

ノ
の
学
生
」
だ
っ
た
華
人
た
ち
は
、
留
学
先
で
九
・
三
〇
事
件
を
迎

え
た
後
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
い
る
家
族
と
の
連
絡
が
絶
た
れ
る
な
か

で
、
無
国
籍
の
状
態
で
そ
れ
ぞ
れ
の
留
学
先
で
一
〇
年
以
上
生
活
し

た
。
彼
ら
の
留
学
先
で
の
境
遇
は
、
さ
ま
ざ
ま
で
あ
っ
た
。
留
学
先

の
北
京
か
ら
地
方
へ
下
放
さ
れ
、
移
動
元
で
あ
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と

移
動
先
で
あ
る
中
国
の
両
国
の
政
治
変
動
に
翻
弄
さ
れ
た
人
も
い

た
。
そ
の
一
方
で
、
安
定
し
た
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
遂
げ
た
人
も
い

た
。
た
と
え
ば
、
筆
者
が
話
を
聞
い
た
ア
ル
バ
ニ
ア
へ
の
元
留
学
生

の
場
合
は
、
医
学
部
卒
業
後
に
医
師
と
な
り
専
門
性
を
活
か
せ
る
職

に
就
い
た
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
安
定
し
た
キ
ャ
リ
ア
を
形
成
し
た

人
も
含
め
、「
ス
カ
ル
ノ
の
学
生
」
だ
っ
た
華
人
に
は
、
一
九
七
〇

年
代
に
入
っ
た
頃
か
ら
西
洋
諸
国
を
目
指
し
、
最
終
的
に
オ
ラ
ン
ダ

に
辿
り
着
い
た
人
々
が
い
る
。
筆
者
の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
ら
の
話

で
は
、
当
時
は
入
国
審
査
が
ゆ
る
や
か
で
ビ
ザ
な
し
で
三
ヶ
月
間
の

滞
在
が
可
能
で
あ
っ
た
ド
イ
ツ
に
入
国
し
、
そ
こ
で
オ
ラ
ン
ダ
入
国

の
準
備
を
整
え
た
と
い
う
。

筆
者
の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
達
が
、
こ
れ
ら
の
留
学
先
か
ら
オ
ラ

ン
ダ
に
移
住
し
た
背
景
に
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
残
っ
た
家
族
の
問

題
が
あ
っ
た
。
彼
ら
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
残
る
年
老
い
た
両
親
と

再
会
す
る
た
め
に
、
あ
る
い
は
両
親
を
引
き
取
っ
て
生
活
す
る
場
所

を
求
め
て
、
オ
ラ
ン
ダ
へ
の
移
住
を
選
択
し
た
。
旧
宗
主
国
で
あ
る

オ
ラ
ン
ダ
に
は
、
親
族
や
知
人
な
ど
が
す
で
に
定
住
し
て
お
り
、
移

住
当
初
の
め
ど
が
つ
き
や
す
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
を
出
国
す
る
前
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
学
生
運
動
団

（Consentrasi Gerakan M
ahasisw

a Indonesia: 

Ｃ
Ｇ
Ｍ
Ｉ
）
に

所
属
し
て
い
た
り
、
留
学
後
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
青
年
会
議

（Perm
usyaw

aratan Pem
uda Indonesia: 

Ｐ
Ｐ
Ｉ
）
に
所
属
し
て

い
た
り
す
る
な
ど
、
華
人
以
外
も
含
む
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
と
の
ネ
ッ
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ト
ワ
ー
ク
を
持
っ
て
い
た
。「
ス
カ
ル
ノ
の
学
生
」
で
あ
っ
た
華
人

は
、
こ
れ
ら
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
残
る
家

族
と
連
絡
を
取
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
移
住
を
果
た
し
、
そ
こ
で
家

族
と
の
結
び
つ
き
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。

「
プ
ラ
ナ
カ
ン
華
人
」
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
、
同
じ
社
会
階
層
に
所

属
し
た
華
人
同
士
の
結
び
つ
き
が
主
で
あ
る
の
に
対
し
て
、「
ス
カ
ル

ノ
の
学
生
」
の
華
人
は
、
亡
命
者
と
し
て
同
様
の
背
景
を
持
つ
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
出
身
者
と
の
紐
帯
が
強
い
。
ま
た
、
現
在
の
ト
リ
サ
ク

テ
ィ
大
学
（U

niversitas T
risakti

）
の
前
身
で
あ
る
レ
ス
・
プ
ブ
リ

カ
大
学
（U

niversitas Res Publika

）
の
卒
業
生
や
関
係
者
に
も

九
・
三
〇
事
件
を
契
機
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
移
住
し
た
人
々
が
少
な
く

な
か
っ
た
た
め
、
レ
ス
・
プ
ブ
リ
カ
大
学
関
係
者
と
の
交
流
が
あ
る

人
々
も
い
る
。
レ
ス
・
プ
ブ
リ
カ
大
学
は
、
ス
カ
ル
ノ
期
の
華
人
政

治
家
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
籍
協
議
体
（Badan Perm

usyaw
aratan 

K
ew

arganegaraan Indonesia: 

Ｂ
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ｋ
Ｉ
）
の
議
長
で
あ
っ

た
、
シ
ャ
ウ
・
ギ
ョ
ク
・
チ
ャ
ン
（Siauw

 Giok T
jhan

）
に
よ
っ

て
設
立
さ
れ
た
大
学
で
あ
る
。
九
・
三
〇
事
件
以
降
、
シ
ャ
ウ
・

ギ
ョ
ク
・
チ
ャ
ン
は
共
産
党
と
の
関
係
性
が
疑
わ
れ
て
投
獄
さ
れ
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
籍
協
議
体
は
解
体
し
た
。
レ
ス
・
プ
ブ
リ
カ
大
学

も
、
九
・
三
〇
事
件
を
契
機
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
に
よ
っ
て
ト
リ

サ
ク
テ
ィ
大
学
と
し
て
改
組
さ
れ
、
現
在
に
い
た
る
。

「
ス
カ
ル
ノ
の
学
生
」
を
含
む
亡
命
者
は
、
ス
カ
ル
ノ
体
制
か
ら

ス
ハ
ル
ト
体
制
へ
の
移
行
と
い
う
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
内
の
体
制
転
換

に
加
え
、
移
動
先
に
お
い
て
も
冷
戦
と
い
う
国
際
政
治
の
構
造
の
中

で
、
個
々
人
の
人
生
が
何
重
に
も
翻
弄
さ
れ
る
人
生
を
歩
ん
だ
。
著

者
の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
の
一
人
は
、
自
ら
の
政
治
的
傾
向
を
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
と
い
う
意
味
で
「
共
和
国
派
」
と
称

し
た
が
、
共
和
国
派
と
し
て
祖
国
へ
の
貢
献
を
夢
見
て
留
学
へ
臨
ん

だ
人
々
が
、
人
生
の
大
半
を
国
外
で
の
移
動
に
費
や
し
た
こ
と
の
意

味
は
重
い
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
内
に
お
け
る
九
・
三
〇
事
件
の
被
害
者
の
多
く

が
、
家
族
に
対
し
て
も
自
ら
の
経
験
を
語
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

よ
う
に
、
亡
命
者
の
人
々
の
多
く
は
、
政
治
に
左
右
さ
れ
て
き
た
経

験
か
ら
自
ら
の
経
験
を
他
者
に
語
る
こ
と
を
好
ま
な
い
場
合
が
多
い

（D
ragojlovic 2010 ; H

ill 2010 ＊
６

）。
し
か
し
ス
ハ
ル
ト
体
制
崩
壊

後
、
こ
れ
ら
の
亡
命
者
の
中
に
も
、
若
い
世
代
へ
と
自
ら
の
経
験
を

話
す
人
々
が
出
て
き
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
バ
リ
出
身
者
の
場
合

は
、
オ
ラ
ン
ダ
・
バ
リ
人
団
体
の
バ
ン
ジ
ャ
ー
ル
・
ス
カ
・
ド
ゥ
カ

（Banjar Suka D
uka

）
の
活
動
を
通
し
て
「
ス
カ
ル
ノ
の
学
生
」

と
若
い
世
代
の
交
流
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る

（D
ragojlovic 2010

）。
ま
た
、
バ
リ
出
身
者
以
外
で
も
一
部
の
亡

命
者
ら
は
オ
ラ
ン
ダ
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
青
年
会
議
に
所
属
し
て
い
る

留
学
生
ら
と
交
流
を
持
っ
て
い
る
。
退
職
年
齢
に
達
し
た
現
在
、
重

い
口
を
開
き
始
め
た
「
ス
カ
ル
ノ
の
学
生
」
ら
は
、
次
世
代
の
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
人
留
学
生
に
自
ら
が
持
っ
て
い
た
希
望
を
託
そ
う
と
し
て

い
る
よ
う
に
思
え
る
。
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お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
オ
ラ
ン
ダ
在
住
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
出
身
の
華
人
の
ラ

イ
フ
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
と
い
う
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
華
人
史
の
中
で
記
述

さ
れ
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
も
う
一
つ
の
華
人
史
の
断
片
を
通
し

て
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
脱
植
民
地
化

と
、
冷
戦
構
造
が
深
化
し
て
い
く
中
で
お
こ
っ
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国

内
・
国
際
政
治
の
状
況
の
変
化
を
検
討
し
て
き
た
。

本
稿
で
と
り
あ
げ
た
人
々
が
オ
ラ
ン
ダ
に
移
住
す
る
ま
で
の
経
緯

に
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
独
立
、
経
済
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
興
隆
、

社
会
主
義
国
と
の
連
携
の
深
ま
り
、
ス
ハ
ル
ト
体
制
成
立
と
反
共
産

主
義
国
へ
の
転
向
、
華
人
へ
の
弾
圧
な
ど
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
地
域
の

独
立
お
よ
び
そ
の
後
の
さ
ま
ざ
ま
な
変
化
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
。
こ

う
し
た
移
住
の
経
緯
に
お
け
る
経
験
の
共
有
が
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か

ら
オ
ラ
ン
ダ
に
移
住
し
た
人
々
に
と
っ
て
、
人
間
関
係
の
基
盤
と

な
っ
て
い
る
。

最
後
に
、
一
九
九
八
年
に
ス
ハ
ル
ト
政
権
が
崩
壊
し
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
が
民
主
化
し
た
こ
と
が
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
の
人
々
に
ど
の

よ
う
な
影
響
を
与
え
た
か
を
簡
単
に
付
し
た
い
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と

の
行
き
来
が
自
由
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
の

何
人
か
は
、
以
前
よ
り
頻
繁
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
帰
国
し
、
自
ら
の

ル
ー
ツ
の
再
訪
を
始
め
て
い
る
。「
プ
ラ
ナ
カ
ン
華
人
」
の
中
に
は

植
民
地
期
か
ら
の
家
族
史
の
収
集
を
始
め
る
人
も
み
ら
れ
る
。
亡
命

を
強
い
ら
れ
た
「
ス
カ
ル
ノ
の
学
生
」
や
、
反
ス
ハ
ル
ト
体
制
の
活

動
家
だ
っ
た
人
々
、
元
レ
ス
・
プ
ブ
リ
カ
大
学
卒
業
生
は
、
民
主
化

後
に
設
立
さ
れ
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
華
人
団
体
と
連
絡
を
取
り
合
う

ほ
か
、
オ
ラ
ン
ダ
に
留
学
し
て
い
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
と
交
流
を
図

る
な
ど
し
て
、
華
人
以
外
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
と
の
つ
な
が
り
を
築

い
て
お
り
、
よ
り
直
接
的
な
形
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
の
関
係
を
再
興

し
て
い
る
。
中
に
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
帰
国
す
る
こ
と
で
、
冷
戦

期
を
経
て
半
世
紀
以
上
に
及
ん
だ
自
ら
の
移
動
の
歴
史
に
終
止
符
を

打
つ
人
も
い
る
。

本
稿
で
検
討
し
て
き
た
と
お
り
、
オ
ラ
ン
ダ
在
住
の
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
出
身
の
華
人
に
と
っ
て
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
出
身
国
で
あ
っ
て
も

必
ず
し
も
常
に
精
神
的
な
拠
り
所
と
し
て
の
「
祖
国
」
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
て
き
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
も
し
く
は
、「
祖
国
」
と

位
置
づ
け
た
く
と
も
、
そ
の
思
い
が
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
と
感

じ
て
き
た
人
々
も
多
い
。
し
か
し
、
民
主
化
後
一
五
年
を
経
た
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
は
、
長
い
時
間
を
か
け
よ
う
や
く
彼
・
彼
女
ら
の
祖
国
と

な
っ
た
と
い
え
る
。

◉
注

＊	

１	
一
九
六
〇
年
代
前
半
に
は
、
約
一
〇
万
人
の
華
人
が
中
国
へ
「
帰

国
」
し
た
。
こ
れ
は
、
村
落
部
に
お
け
る
外
国
籍
住
民
の
商
業
活
動
を
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制
限
し
た
一
九
五
九
年
大
統
領
令
一
〇
号
の
施
行
を
背
景
と
し
て
い

た
。
同
令
の
施
行
に
際
し
、
中
国
国
籍
者
や
国
籍
が
定
か
で
な
か
っ
た

華
人
の
間
で
混
乱
が
お
こ
り
、
中
国
へ
の
帰
国
を
選
択
し
た
人
た
ち
が

い
た
。
こ
の
時
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
中
国
へ
の
華
人
の
移
動
は
、
同

時
期
に
赤
十
字
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
日
本
か
ら
北
朝
鮮
へ
の
帰
国
事
業

と
な
ら
び
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
ア
ジ
ア
に
お
け
る
二
大
国
際
移
動

で
あ
る
と
い
え
る
（
モ
ー
リ
ス
＝
ス
ズ
キ 

二
〇
一
一
）。
た
だ
し
、
中

国
に
は
、
一
九
五
〇
年
代
お
よ
び
一
九
六
〇
年
代
に
留
学
生
と
し
て
渡

航
し
た
人
も
多
い
。
帰
国
者
、
留
学
生
と
も
に
、
七
〇
年
代
以
降
香
港

へ
再
移
動
し
た
人
々
も
多
数
い
る
。
香
港
に
移
動
し
た
元
留
学
生
に
関

し
て
は
、Coppel

（1990

）
が
詳
し
い
。

＊	

２	

プ
ラ
ナ
カ
ン
華
人
団
体
に
は
、
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
協
会

（V
ereniging Inisiatip

、
デ
ン
・
ハ
ー
グ
、
一
九
八
二
年
設
立
）、
友

人
親
睦
会
（D

e V
riendenkring Lian Y

i H
ui

、
ア
ム
ス
テ
ル
フ
ェ
ー

ン
、
一
九
八
五
年
設
立
）、
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
（D

e V
riendschap

、

ア
ム
ス
テ
ル
フ
ェ
ー
ン
、
一
九
八
九
年
設
立
）、
華
裔
協
商
会
（H

ua Y
i 

X
ie Shang H

ui

、
ユ
ト
レ
ヒ
ト
、
一
九
八
七
年
設
立
）
な
ど
が
あ
る
。

＊	

３	

オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
中
国
系
移
民
の
概
要
はPicke

（1998

）
を

参
照
。

＊	

４	
Beekhuis en O

osten

（2001

）
を
参
考
に
す
る
と
、
一
九
五
七

年
一
一
月
八
日
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
出
発
し
た
シ
バ
ヤ
ッ
ク
号
（
乗
船

港
、
下
船
港
、
到
着
日
不
明
）
の
可
能
性
が
高
い
が
、
Ｂ
さ
ん
の
記
憶

違
い
が
あ
れ
ば
、
一
二
月
二
二
日
ス
ラ
バ
ヤ
発
、
翌
年
一
月
二
〇
日

ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
着
の
シ
バ
ヤ
ッ
ク
号
が
該
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

＊	

５	

キ
ュ
ラ
ソ
ー
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
同
様
オ
ラ
ン
ダ
の
旧
植
民
地
で

あ
っ
た
が
、
一
九
五
四
年
よ
り
オ
ラ
ン
ダ
領
ア
ン
テ
ィ
ル
の
一
部
と

な
っ
た
。
二
〇
一
〇
年
に
独
立
す
る
。

＊	

６	

九
・
三
〇
事
件
の
被
害
者
の
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
も
と
に

編
纂
さ
れ
た
ロ
ー
サ
編
（
二
〇
〇
九
）
が
参
考
に
な
る
。
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